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東京教区埼玉組

11 月号

月籾誉善巧寺報
〒344- 0 0 3 2埼玉県春日部市備後東4丁目1番17号
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都留市を中心とする富士北嶺の麓、山梨県東部は郡内と呼ばれました。その名を知らしめ

たのが絹織物。斬新なストライプ柄は郡内縞と呼ばれ、江戸に住む人々に大流行します。

:東京教区の名品・特産品]～
幽幽由紬HM・
吉田うどん
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定
例
法
座
傭
一
H

◎
十
一
月
十
一
日
(
火
)
午
後
二
時
～
三
時

於
法
輪
会
館

[ 2 0 2 5 ( 令 和 7 ) 年 工 工 月 号 通 刊 6 工 2 号 ]

「
龍
谷
会
(
り
ゅ
う
こ
く
え
)
」

毎
年
十
月
十
五
日
～
十
六
日
、
親
鸞
聖
人

の
お
墓
所
で
あ
る
「
大
谷
本
廟
」
で
は
「
龍

谷
会
」
と
い
う
本
廟
の
報
恩
講
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
集
会
所
か
ら
明
著
堂
ま
で
練
り
歩

く
庭
儀
(
て
い
ぎ
)
が
行
わ
れ
、
楽
人
・
袢

衆
・
持
幡
童
・
威
従
儀
師
・
有
識
・
僧
綱
な

ど
諸
役
の
色
と
り
ど
り
の
袈
裟
衣
を
ま
と

っ
た
方
々
が
歩
ま
れ
る
光
景
は
、
さ
な
が
ら

報

仏
教
版
葵
祭
(
あ
お
い
ま
つ
り
)
と
言
え
そ

う
で
す
。

こ
の
日
は
、
大
谷
本
廟
の
諸
堂
を

寺

整
備
さ
れ
た
第
十
四
代
宗
主
寂
如
上
人

(
H
⑦
帥
H
～
H
J
目
)
ご
製
作
の
画
讃
が
記
さ

れ
た
親
鸞
里
人
の
御
影
が
泰
懸
さ
れ
、
お
供

番

物
や
華
を
手
渡
し
で
お
供
え
す
る
伝
供
(
て

ん
ぐ
)
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
願
寺
で
は
滅
多

刊

に
用
い
ら
れ
な
い
鏡
(
に
ょ
う
:
ド
ラ
の
よ

月

う
な
打
ち
物
)
鍮
(
は
ち
:
シ
ン
バ
ル
の
よ

う
な
打
ち
物
)
も
響
き
渡
り
、
龍
谷
会
で
し

か
体
験
で
き
な
い
法
要
と
な
り
ま
す
。
最
近

は
こ
の
荘
厳
な
法
要
が
知
ら
れ
て
き
て
お

り
、
特
設
テ
ン
ト
の
座
席
数
も
限
り
が
あ
る

た
め
、
大
変
混
雑
す
る
そ
う
で
す
。
お
参
り

さ
れ
た
い
方
は
、
事
前
に
大
谷
本
廟
の
ホ
I

ム

ベ

ー

ジ

を

チ

ェ

ッ

ク

し

て

受

付

時

間

等

ご
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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持幡童(じばんどう):お釈迦

さまの説法座に幡が掲げら

れた事に由来し、大きな法

要の庭儀では金物の幡を運

ぶ童子が参列。

大
谷
本
廟
「
明
著
堂
(
め
い
ち
ょ

ど
う
)
」
お
堂
の
奥
、
扉
の
向
こ

う
に
親
鸞
聖
人
の
ご
遺
骨
が
埋

葬
さ
れ
て
お
り
、
虎
石
を
蓋
と

し
て
そ
の
上
に
御
影
を
泰
懸
す

る
祖
壇
が
置
か
れ
て
い
る
。
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L＼. Jil , 11月11日(逮夜法要より)～16日(日中法

、

細夜逮中日朝晨要法

00700き続き0040212:45き続き0009:00き錆き06時間

教布動
御絵伝

絵とき布教
式敬帰教布法要堂内布教布教要法

御示談
/布教等

散布行動事行

堂本ホ法閤堂本堂本堂本堂本ルホ流目堂本所場

師

譜
地
行
引
大

侶
首
原

信
六
西

正
話

法

師唯田潭式敬帰
紹9
2
師

宗
務
長
挨
拶

献
策
剥
馘

区
者
式

2
2
功
表

土日

師

譜
_
真

儡
首
田

信
六
千

正
話

法

順5
0
師

式敬帰
紹9
2
師

服法作
要
仰
法
讃
楽
祖
ま
目

宗樹秀
師
田棘紹鰤

師
服髄
膨ニ
賭
噴
阿
法

タ
戦
ル
縄
映

紹饂
師
服讃

儡
L
没
ネ
日日日2

師

蜃
0
8

行
引
2
5

儡
首
柴

信
六
小

正
話

法

暁鱚
師
伺
式敬帰

細目
師

法
修
作
親
讃
御
事
様
法
主
土
門
浄
御師噴内横

会
ス
友
う

楽
コ

紹9
2
師

供影
去
師
作
大
タ
戦
ル
縄
映

紹9
2
師

讃
鶴

礼
初月日3

師

譜
斉
行
引
瞬

儡
首
野

信
六
平

正
話

法

師摂荘南式敬帰
木
師
々
英
佐
義

拶
法
挨
作
長
典
種

婦
御
第

仏
細師学倉柏

英義木
師
々佐仰讃

法
祖
作
宗英佐英義木

師
々佐讃

偏
礼
幟

日4

4
レ
翌
布
ト

6
9
9
6
夜
法

皿
通
閏

式敬帰

御
俗
姓
拝
読

法
拝
葉

作
参
言

類
御
お

文
様
様
前
前
師敬淳白

英義木
師
々佐9

6
法

英佐英義木
師
々佐讃

偏
礼
後夜

日5

引
帰

長
拶
株
挨

様
葉
門
言
前
お

法作
様
拝

講
門
参

恩
前
御

報

英

教
釦
簾

布
ほ
姑
師
佐

英義木
師
々佐行

鳩
儡
十
信
五日6

命
令
春
日
部
だ
よ
り
令
秦

⑬
去
る
十
月
十
九
日
、
善
巧
寺
報
恩
講
を
勤

修

致

し

ま

し

た

。

ご

出

勤

賜

っ

た

僧

侶

の

方
々
、
ご
懇
念
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
々
、

お
掃
除
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、

皆
さ
ま
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
本
年
も
無

事
円
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
同
日

午
後
か
ら
の
善
称
院
繹
紀
乗
|
周
忌
法
要

も
無
事
勤
め
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ご

報
謝
の
誠
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑬
十
一
臼
定
例
法
座
後
、
三
時
過
ぎ
よ
り
境

内
南
側
の
り
面
の
草
取
り
を
行
い
ま
す
(
雨

天
順
延
)
。
ご
奉
仕
さ
れ
る
方
は
作
業
し
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
豚
汁
の
ふ

る
ま
い
も
す
る
予
定
で
す
。

み
ほ
と
け
会

十
一
月
は
、
国
Q
Q
:
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
お

休
み
、
寺
カ
フ
ェ
代
官
山
に
て
十
一
月
八
臼

(
土
)
十
八
時
～
み
ほ
と
け
会
報
恩
講
を
行
い

ま
す
。
画
讃
の
お
勤
め
を
い
た
し
ま
す
。


